
白
洲
正
子

〝
ほ
ん
も
の
〞の
生
活

白
洲
正
子
　
青
柳
恵
介
ほ
か

1
4
4
頁
／
1
5
7
5
円

三
島
由
紀
夫
の

愛
し
た
美
術

宮
下
規
久
朗
　
井
上
隆
史

1
2
8
頁
／
1
5
7
5
円

高
峰
秀
子

旅
の
流
儀

斎
藤
明
美
編

1
2
8
頁
／
1
6
8
0
円

小
林
秀
雄

美
と
出
会
う
旅

白
洲
信
哉
編

1
2
8
頁
／
1
4
7
0
円

宇
野
千
代

女
の
一
生

宇
野
千
代
　
小
林
庸
浩
ほ
か

1
2
8
頁
／
1
4
7
0
円

宇
野
千
代
、
白
洲
正
子
、
小
林
秀
雄
、
三
島
由
紀

夫
、
そ
し
て
高
峰
秀
子
。
こ
の
人
物
た
ち
は
、
美
の

旅
人
で
あ
り
、
美
的
暮
ら
し
の
達
人
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
は
、
そ
の
人
生
に
お
い
て
、
美
に
対
す
る
あ
く

な
き
探
求
を
続
け
、
美
に
対
す
る
妥
協
を
し
な
い
、

美
の
巨
匠
で
あ
っ
た
（
以
上
、『
美
』
と
い
う
文
字
を

一
気
に
五
回
使
っ
た
）。
私
は
、
彼
ら
の
生
き
様
に
憧

れ
、
彼
ら
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
う
あ
ま
り
、
一

年
の
半
分
以
上
を
旅
に
費
や
し
、
生
き
て
い
く
の
に

は
必
要
は
な
い
け
れ
ど
も
あ
れ
ば
生
活
が
豊
か
に
な

る
、
と
い
う
よ
う
な
文
物

│
香
水
、
ス
ト
ー
ル
、

鉄
瓶
か
ら
書
画
骨
董
ま
で

│
を
、
旅
先
で
せ
っ
せ

と
買
い
漁
っ
て
い
る
。
身
銭
を
切
っ
て
気
障
を
気
取

り
、
自
ら
の
流
儀
に
妥
協
を
許
さ
ぬ
巨
匠
た
ち
に
、

少
し
で
も
近
づ
き
た
い
と
日
々
願
っ
て
い
る
。
そ
れ

が
、
私
が
と
ん
ぼ
の
本
を
熟
読
す
る
理
由
で
あ
る
。

そ
し
て
散
財
す
る
最
た
る
理
由
で
も
あ
る
。

は
ら
だ
・
ま
は
　
1
9
6
2
年
東
京
都
生
れ
。
関
西

学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
お
よ
び
早
稲
田
大
学

第
二
文
学
部
美
術
史
科
卒
業
。
森
ビ
ル
森
美
術
館
設

立
準
備
室
に
在
籍
中
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館

に
派
遣
さ
れ
勤
務
。
2
0
0
5
年
『
カ
フ
ー
を
待
ち

わ
び
て
』
で
第
1
回
日
本
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
大
賞
受

賞
。
著
書
に
『
楽
園
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
』『
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ

ー
の
食
卓
』『
総
理
の
夫
』
な
ど
。

原
田
マ
ハ

作
家

私
の
好
き
な
と
ん
ぼ
の
本
❺

大
い
な
る
散
財


